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1 インキジェット印刷の分類 

1－1 液滴の作り方 
 ・連続型                  ピエゾ素子に高周波   高速 

 

・ドロップオンデマンド・ピエゾ型     ピエゾ素子に低周波 液滴管理 

           ・サーマル・バブルジェット  バブルの成長 機械安価 

                ・固体インキジェット 熔解と圧力 特殊用途 

 
 
 
1－2 インキの種類 
ａ 溶媒 
  ・溶剤型  安価 
  ・水性   環境 
  ・ＵＶ   乾燥性 被印刷材の多様 
ｂ 着色材 
  ・染料 透明（色再現良） 
      微粒滴  容量 3.5pl ドット径 48μ 膜厚 0.18μ 
  ・顔料 耐光性 
ｃ インキの色数 
  ＣＭＹＫ  薄ｃ、薄ｍ、薄ｙ  グレイネスの改善 
        薄ｋ        グレイバランス 
        Ｒ，Ｇ，Ｂ，Ｏｒ  色域の拡大 
 
 
 
 
1－3 印刷機の大きさ 
 大型印刷機  産業用（高品質、各種被印刷材） 
 小型印刷機  家庭、事務所用 
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2 印刷性能 

2－1 彩度（ｃ*） 
    色  Ｃ  Ｍ  Ｙ  Ｂ  Ｇ  Ｒ 
印刷機 
Ａ      60  80  76  72  72  74 
Ｂ      58  72  86  84  80  53 
Ｃ      60  66  87  67  60  44 
Ｄ      67  80  92  93  67  64 
Ｅ      62  75  103 89  79  63 
Ｆ      39  52  76  65  51  32 
平版     62  75  95  79  72  51 
グラビァ   62  77  99  94  75  46 
ゼログラフィ 60  74  88  74  74  63 
2－2 色相（色相角） 
Ａ      227 335  93  28 168  296 
Ｂ      231 355  92  35 150  300 
Ｃ      240 352  96  31 163  293 
Ｄ      241 356  88  38 165  295 
Ｅ      235 353  90  36 151  300 
Ｆ      227 354  96  30 156  277 
平版     233 355  94  35 155  297 
グラビァ   241  9  91  39 159  299 
ゼログラフィ 237 338  97  36 164  291 
 
2－3 耐光性（二週間後の色差 ⊿Ｅ） 
       Ｃ  Ｍ  Y  Ｂ  Ｇ  Ｒ  Ｗ 
      3.33 1.29 2.76 0.86 2.49 0.84 1.48 
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